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真 田 山陸軍墓地 につ いての2,3の 問題

堀 田 暁 生

概要 大阪市天王寺区 にあ る旧真 田山陸軍墓地(真 田山陸軍墓地)は,日 本で最初 に作 られ

た陸軍墓地であ る。 しか し,そ の実態 について は研究が近年は じまったばか りであ る。国立

歴史民俗博物館の調査報告書が まとめ られてい るが,解 明 されていな い問題 も多い。本稿で

は,最 初の被葬者であ る下 田織之助 について明 らか にな った ことを紹介 し,同 墓地 に残 され

てい る埋葬人名簿 と現在の墓碑銘等の一部を比較検討 し,西 南戦争当時の墓石作成 について

の事情の一端を述べた。 この ほか,現 時点での研究上の疑問をい くつか提 出 した。

キー ワー ド 陸軍墓地,西 南戦争,埋 葬人名簿,招 魂社,墓 碑銘
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Abstract The former Sanadayama Military Cemetery located in Tennoji Ward, 

Osaka City, is the first military cemetery built in Japan. However, researchers 

have just recently started to study the entire picture of this cemetery. While the 

National Museum of Japanese History has compiled a report on this cemetery, 

there are some issues that have not yet been clarified. This paper introduced what 

has been clarified regarding Orinosuke Shimoda who was the first deceased person 

buried there, and we weighed the list of those who buried in this cemetery and 

looked at part of the current tombstones. This paper also described part of the cir-

cumstances related to making gravestones at the time of Seinan War. In addition, 

we presented some questions currently be considered by this research. 

Key words Military Cemetery, Seinan War, list of those who buried, Shokon shri-

            ne, tombstone
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は じ め に

昭和20年 の終戦まで,日 本国内にはおよそ90ケ 所に陸軍墓地があった。戦後,そ れ らの

陸軍墓地は,陸 軍の廃止により,大 蔵省(現 財務省)の 管轄となったのち,多 くは陸軍墓

地の所在する自治体に無償貸与という形で管理が移された。この結果,各 地の陸軍墓地は

規模を縮小された り,移 転統合された りなどして次第に姿を変えた。その中で,大 阪市天

王寺区にある旧真田山陸軍墓地(以 下 「真田山陸軍墓地」と記す)だ けは終戦当時の姿を

今にとどめる唯一といって良い存在である。 どうして,そ の他の陸軍墓地が姿を変えて

いったのであろうか,そ こには戦後になって,戦 前の陸軍に対する思い出を消滅 したいと

いう思いや,で きるだけ軍 というものに触れた くないという,為 政者や国民の忌避感が

あったと思われる。

真田山陸軍墓地 も,他 の墓地と同様大阪市に無償貸与され,そ の保全を行っている。さ

らに,祭 祀 に関しては 「大阪靖国霊場維持会」(現 在は 「真田山陸軍墓地維持会」)が あ

たってきた。また,地 元の人々の協力 もあって真田山陸軍墓地は,景 観を維持 して現在に

至っている。本稿では,こ の真田山陸軍墓地に埋葬された人々について考察 して見たい。

なお,先 行の研究については,『国立歴史博物館研究報告』102,小 田康徳他編 『陸軍墓地

がかたる日本の戦争』など多数あるが(1),まだなお残 された問題 も存在する。その一端を

紹介 したい。

1最 初 の 被 葬者

真田山陸軍墓地は,明 治4年(1871)に 設置された,日 本で最初の陸軍墓地(当 初は兵

隊埋葬地)で あった。当初の墓域面積は8,000坪であったが,昭 和3年(1928)に 南側部分

を真田山小学校の建設用地に譲渡 し,5,000坪 余となり,そ の現状がほぼ伝え られている

(現在は4,600坪)。 天王寺区玉造本町にある真田山陸軍墓地の現状は図1の 通 りである。

平成8年 か ら12年(19962000)に かけて,国 立歴史民俗博物館が調査を行い,そ の成果

は報告書にまとめ られた。報告書には墓域を区分 した概要図が添付されてお り,墓 域をA

か ら1ま でに分けている。図2は 概要図をさらに簡略化 した ものである。また,5,299基

以上とされる墓石について,墓 碑銘文が筆録され,資 料紹介 「旧真田山陸軍墓地概要図 ・

墓碑銘文一覧」(以下 「銘文一覧」と記す)と して掲載されている。なお,真 田山陸軍墓
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地にある納骨堂の中には,「埋葬人名簿」があ り,こ の 「埋葬人名簿」にも被葬者の氏名

などが記されている。また,納 骨堂には4万 人ともいわれる遺骨が納め られているが,国

立歴史民俗博物館の調査では詳 しくは調査されなかった。

この墓地での最初の被葬者は下田織之助で,墓 石は下士官の墓石が集め られている場所

(図2のCブ ロック)に ある。墓碑には次のように記されている。

正 面 下田織之助之墓

右側面 織之助,山 口県人,生 干周防国大島郡久賀村,同 県人下田河内養為子,明

治庚午之秋入学兵学寮於大阪,同 年十二月朔以病死,時 年二十五

明治庚午は明治3年(1870)で ある。下田織之助は明治3年 秋に兵学寮に入学 し,数 ケ

月後に病没 したことになる。墓碑にある大阪兵学寮は,も ともとは京都にあった兵部省の

兵学校である。ここには,長 州藩 ・備前藩か ら集め られた藩士が,フ ランス式訓練を受け

てお り,京 都河東に伝習所が会ったことか ら 「河東の精兵」と呼ばれていた。幕末にフラ

ンスの陸軍教官か ら指導を受けた旧幕府の士官が訓練を行っていた。明治2年7月,兵 部

省の出張所が大阪に置かれ,9月4日 には京都の兵部省兵学校の大阪移転(大 阪兵学寮)

が命 じられた。明治2年12月28日 には,大 阪兵学寮に新生徒33人 が入学 している。明治3

年1月 には金沢藩士若干名の入学が許可されている。1月27日 には,長 州 ・因州(因 幡)・

備前の三藩の兵卒の徴集が伺い出され,右 の三藩から200人つつ徴集されたが,や がて因州

の藩士は引き上げて しまう。4月 には兵学寮陸軍学舎規則が定あ られ,大 藩4人,中 藩3

人,小 藩5万 石以上2人,5万 石以下1人 の割合が しめされて,入 学が督励された。同 じ

4月24日,兵 が苦慮中に教導隊が編成された。8月14日 には長州藩常備兵の内,一 大隊を

兵部省の管轄に属させる旨が達せ られ,9月2日 に大阪に差 し出された(2)。

下田織之助は9月2日 に大阪に差 し出されて,兵 学寮に入った者の1人 であったと思わ

れる。『山口県史』史料編 ・幕末維新6に は,「下田織之輔基重,第 二奇兵隊,大 島郡西方

村下田八幡宮神主,弐 拾三歳(慶 応四年)と 出て くる。また,「明治二年八月三 日 〔月日

推定〕 都の郡,(略)西 方村下田八幡宮神主 半隊(司 脱)令 下田織之輔(略)以 上六人,

横浜に残 り居ルよしの分」という記述 も見 られる。第二奇兵隊は,慶 応元年の結成で,明

治元年には贋懲隊と合併 し建武隊となっている。大島口の戦いで幕府軍に勝利 し,戊 辰戦

争へ も参加 している。下田織之助(輔)が いつから第二奇兵隊に属 したかは不明であるが,

慶応4年 には第二奇兵隊に属 し,そ の後 も戊辰戦争に従事 し,明 治2年8月 には横浜にと
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真 田山陸軍墓地 についての2,3の 問題(堀 田)

ど ま って いた の で あ ろ う。 慶 応4年 に23歳 で あれ ば,明 治3年 に は25歳 で あ り,墓 碑 の 銘

文 と も一 致 す る。 明 治3年12月1日 に死 没 した 下 田織 之 助 の 遺 骸 は,仮 埋 葬 の 処 置 が と ら

れ た もの と思 わ れ る。 そ の 後,真 田 山 に兵 隊 埋 葬 地 が 開 設 され た と き に,改 葬 され た もの

で あ ろ う。

な お,大 阪 兵 学 寮 につ いて 補 足 す る と,金 沢 藩 か らの 入 学 者 が あ り,全 国 諸 藩 中最 も多

い人 数 を 派 遣 して いた との 指 摘 が あ る(3)(大久 保 英 哲 「大 阪 兵 学 寮 にお け る仏 式 伝 習 と加 賀

藩 金 沢 藩 「大 阪 兵 学 寮 御 手 留 抜 書 」 を 中心 に 」)。また 大 阪 兵 学 寮 で は フ ラ ンスの 軍 人

が 教 鞭 を と って いた こ と もあ り,陸 軍 は仏 蘭 西 式 を 採 用 す る と い う太 政 官 の 方 針 もあ った

た め,フ ラ ン ス との 結 び つ きが 非 常 に強 い。 明 治3年 に は大 阪 兵 学 寮 か ら10人 が フ ラ ン

ス に留 学 派 遣 され,そ の う ちの4人 が フ ラ ンス で 客 死 し,そ の うち の1人 で あ る野 村 小

三 郎 の 墓 が 発 見 され た との こ とで あ る(http://www.geocities.co.jp/SilkRoad-Desert/

1876)(4)o

2埋 葬 人 名 簿

真田山陸軍墓地の納骨堂に保管されている 「埋葬人名簿」は3種 類ある。一つは,黒 色

の表紙に 『埋葬人名簿第四師団司令部(金 文字)』(A本)と 書かれた もの,今 ひとつは白

色のボール紙の表紙に 「明治二十三年訂正 埋葬人名簿 真田山陸軍墓地」(B本)と 記

されているものである。この二つに違いについて,飯 沼雅行氏は,A本 の方が記載人数が

多いこと,A本 にある末梢人名がB本 には抹消されずに残っていること,B本 はA本 より

粗末であることなどか ら,A本 が正本であると指摘 している(飯 沼雅行 「真田山招魂社の

消滅と現景観の形成一埋葬人名簿と墓碑の配列か ら一」)(5)。残る1冊 は,「大正十五年 真

田山墓地(将 校下士)埋 葬人名録 第四師団経理」と記されているもので,大 正15年 か

ら昭和2年 にかけて改葬が行われたときに作成された もので,A・B本 ほどの詳細さはな

い。ここでは,A本 を主として稿を進めることとする。「埋葬人名簿」は1ペ ージ13行 に記

され,1行 は6段 に分けられ,欄 外にも記号が書かれている。欄外か らの区分は,新 符

号 ・符号 ・官位勲功 ・出身地族籍 ・所属部隊 ・死没年月 日および年齢となっている。

新符号は大正15年 に,陸 軍墓地の南側を真田山小学校の敷地として譲渡 したときに,そ

の部分にあった墓石等を改葬 した時に新たにつけられた ものである。B本 に 「明治二十三

年訂正」とあることか ら,A・B本 以前に元となる名簿の存在が推測される。そのことに

関 し,明 治14年 に次のような照会が出されている(JACARRef.CO7080370500明 治13
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年 「大 日記 来 旧軍 団 事 務 所)(6)。

去十年之役,其 地真田山埋葬之想(惣 力)人 員本月二 日付四工一ノ百三十号ヲ以,御

回答之趣致 し承知候,右 者先般御照会之趣意タル人名者勿論,毎 墓標官姓名其他別表

之廉々入用有之処,人 名而己御送付相成候二付,乍 御手数木石碑共別表之通御取調之

上,至 急御送付相成候様致度,尚 及御照会候也

明治十四年三月十六 日

旧軍団

飛鳥歩兵少佐拝

追而,別 表之廉々墓標面へ記載無之分可有之義二付者,記 載相成居丈二而可然候

間,此 段及申添候也

西南戦争の事後処理を行っていた旧軍団事務所か ら,大 阪工兵第四方面本署にあてた も

ので,内 容は,か ねて照会 していた真田山に埋葬されている総人員に関 しての回答を受け

取ったが,照 会の内容は墓標ごとに官姓名ほか記載 してあるすべての内容であり,回 答は

人名だけであったので重ねて報告 して欲 しいというものである。この照会文を綴 じた記録

には,2月24日 付で発信された次のような電報が付 されている。「埋葬人名簿調書三月五

日頃ナラテハ不整」というもので,文 面か ら,2月 ごろに真田山墓地に埋葬されている兵

についての詳細な報告を求めたのに対 し,大 阪工兵第四方面本署が,3月5日 ごろににな

るという回答を した ものである。その回答が,実 際には3月10日 前後に届き,不 備がある

として再度の提出を求めたのが,3月16日 付の照会文であろう。

大阪工兵第四方面本署か らは,そ の後2回 にわたって電報が発信 されている(同,Ref

CO7080370300お よびRef.CO7080371600明 治13年 「大 日記 来 旧軍団事務所」)(7)。最

初の電報は,3月22日 に発信され,埋 葬人名簿は3月28日 頃出すというものであり,そ の

次の電報は3月30日 のもので,「真田山埋葬人名簿一一昨日出シタリ」とある。すなわち,

西南戦争で亡 くな り,真 田山に埋葬された人名簿が明治14年3月28日 に作成され,旧 軍団

事務所に送 られたことがわかる。推測ではあるが,こ の当時真田山に埋葬された 「埋葬人

名簿」が存在 していて,旧 軍団の照会に対 しては,そ の名簿か ら筆記 したのではないだろ

うか。「銘文一覧」からわかる西南戦争関係者の墓碑は923基 である(戦 争途中で発生 した

コレラによる死亡者 も含む,小 松忠 「西南戦争墓碑群がかたるもの」)(8)。923という数字は

墓碑か ら読み取れるものだけの数字であり,「埋葬人名簿」Aか ら補充すればさらに増加す
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真田山陸軍墓地についての2,3の 問題(堀 田)

ると思われる。このような多数の墓標(墓 石)を 台帳な しで,墓 標(墓 石)か ら筆録する

作業は1ケ 月や2ケ 月では困難ではないだろうか。 もしそうであったとして も,明 治14年

3月 末には西南戦争での死没者で真田山に埋葬された ものの名簿は作成されていたことが

確認できる。 しか し,現 在ではその名簿の存在は不詳である。

3墓 石

「銘文一覧」は,墓 石に刻まれた碑文を記 したものである(こ の膨大かつ根気のいる作

業に携わった作業グループには多大の敬意を捧げるものである)。 しか し,明 治4年 創設

以来,約140年 の風雪を経て,墓 石の風化が激 しく,表 面に亀裂のあるもの,表 面の一部

が剥離 しているもの,前 面が剥落 しているもの,墓 その ものが倒壊 した り痕跡がな くなっ

ているもの もあり,空 欄で残されているもの も多数ある(そ のため,墓 石の補修 ・保護 ・

保存が強 く求め られている)。

墓石に刻まれている内容は次のような ものである。正面には,当 然のことなが ら被葬者

の氏名が記されているが,幾 つかのタイプがある。一つは単に 「○○之墓」と名前のみを

記す もの,「兵卒00之 墓」 というように軍での官位を記すもの,そ の他である。その他

では,「軍役夫○○之墓」「輔重輸卒○○之墓」「俘虜○○之墓」 というようなものがある。

次に左右どちらかの側面に,経 歴を記す場合がある。おおむね 日清戦争以前に立て られた

墓碑に多い。 日清戦争の時期になると,経 歴の記載がな く,死 没 した場所だけが刻まれる

ようになる。

最 も古い時期に属する墓碑の例を挙げてみる。歴博の墓域区分ではFブ ロックに古い墓

碑が見 られる。歴博の調査報告書では,各 ブロックの墓碑列に記号を与え,そ の列に属す

る墓碑に順に数字をつけて,墓 碑の場所を特定できるようにしている。Fブ ロックは,2

段に分れているが,列 の数字は北側部分の西か ら東に番号が与え られ,次 に南側へと移っ

ている。そ して墓碑番号は北か ら南に向けてつけられている。 しか し,実 際には,南 か ら

北へ 「いろは」順に並んでいる。

F-36-22

(正 面)

(右側 面)

松野木愛次之墓

愛次,伊 予温泉郡一万町,商 弥兵衛之男,嘉 永□申五月十三 日生,

明治辛未正月応徴為歩兵第三聯隊第二大隊兵卒,同 年五月二十七
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日演習遊泳於大阪源八渡而溺死,時 年二十

嘉永年間で申年は元年(1848)で あるか ら,松 野木愛次は嘉永元年5月13日 二伊予国温

泉郡の商人弥兵衛の息子として生まれ,明 治4年(1871)1月 に徴募されて,第 三聯隊第

二大隊に配属され,同 年5月27日 に大阪の源八渡 しで行われた遊泳演習で溺死 した,20歳

であったという内容である(「銘文一覧」)。墓碑銘の読み取 り作業は,若 干の問題を残 し

た。それは,明 らかに読み間違いと思われるものがそのままになっている箇所がかな り見

受けられるか らである。右の銘文において も,「伊予」の部分は,「傍予」となってお り,

「商」の部分 も 「高」 となっていた。ただ,現 実の墓碑面に刻された文字は彫 りがが浅 く,

また表面が摩滅 した り,剥 落や亀裂があるなど,読 みにくいこと。光線の加減でようや く

読み取れるという状態の もの もあるなかで,作 業が進め られ,一 覧化できたことは高 く評

価されなければな らない。

「埋葬人名簿」の記述 と比較 して見よう。松野木愛次郎は,官 位勲功以下は次のように記

されている。

兵卒 松野木愛次 愛媛県伊予国温泉郡一萬町商弥兵衛男 歩兵第三聯隊第二大隊

明治四辛未五月廿七日 行年二十四

「埋葬人名簿」の方では出身地と誰の息子(あ るいは弟)し かわか らないが,墓 碑では

生年月 日や入隊の経緯などがわかる。明治4年 に入隊 しているのは,明 治3年 の徴兵規則

によって,徴 募された辛未徴兵であったのであろう。年齢について,墓 碑か らは 「4」が

読み取れなかったと思われる(実 際に墓碑を実見すると,墓 石は下部の部分,「20」 の下

で切断されていた)。

このように,初 期の墓石には官名が刻されていない場合が多い。また,墓 石の形態 も頭

頂部が丸みを帯びた形である場合が多い(や や幅が広い 「広かまぼこ型」と普通の 「かま

ぼこ型」がある)。

陸軍墓地創設期においては,明 確な墓の形態は示されなかったと思われる。陸軍におい

て埋葬についての具体的な法規が出されたのは,明 治6年12月25日 の 「下士官兵卒埋葬法

則」(明治7年10月5日 改正)で ある。この間,明 治4年 に御親兵約1万5,000人 が東京に

集められたのを契機 とし,同 年8月 に全国を四鎮台にわけることとなり,大 阪のほか仙

台 ・東京 ・熊本に鎮台が置かれた。さらに6年1月 には広島と名古屋にも鎮台を置き六鎮
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真田山陸軍墓地についての2,3の 問題(堀 田)

台体制となった。そのそれぞれの管内に埋葬地が作 られることになっていた。6年12月 ま

でに埋葬地のあったのは,東 京 ・大阪 ・広島の3箇 所であった。明治4年 に御親兵が東京

に集め られたとき,「御親兵之如キニ至 リテハ,其 人員多少二随ヒ連月死亡ノ者モ不少候」

との上申があり,大 阪以外において も軍隊での死没者が発生 してお り,埋 葬地の必要性は

大きくなっていた(原 田敬一 「陸海軍墓地制度史」)(9)。

それまでに死没者が出た場合には,「為御手当金拾両下賜候間,同 隊二於テ諸事懇切二取

扱石碑等取建可遣」(明治二年十二月八 日,伏 水練兵場宛兵部省達)と あるように,場 所

は指定されず,お そ らくは寺院等に埋葬させ,葬 祭料を下賜 し,石 碑を建てるようにと指

示 している。葬祭料についてはこのとき限 りであったようだが,石 碑を建てることが指示

されていることは注目される。

寺院等に埋葬するのではな く,兵 部省(明 治五年に陸軍と海軍に分離)直 轄の兵隊埋葬

地が作 られたことにともない,具 体的な埋葬方法手続を定めたものが,「下士官兵卒埋葬法

則」である。これによれば,墓 標は木柱で作るのが原則であったが,「地方二在テ物価下

直ナルヲ以テ埋葬料定則二従 ヒ石柱ヲ以テ製シ得ヘキハ,此 限ニアラス」とも記されてお

り,埋 葬料の範囲内で石柱を建てるのが可能であれば石柱を立てることができた。埋葬料

は,下 士官15円,兵 卒10円 である。木柱(石 柱)に は,死 者の位記 ・官等 ・姓名及び年月

日を記すこととされていた。兵卒の死没者が出た場合,親 族に伝え られ,遺 体の引き取 り

も可能であったが,死 後2日 以内でなければな らなかった。これは,余 程軍の営地の近辺

でなければかなわないことであった。7年 の改正では,墓 標の規格が定め られた,下 士官

は 「高サ弐尺五寸,方 六寸」,兵 卒は 「高サ弐尺,方 五寸」と定められた。埋葬料におい

て も下士官と兵卒では金額に格差がつけられていたが,墓 標について も格差が規格づけら

れたのであった。

「下士官兵卒埋葬法則」(以 下,埋 葬法則と略記)に よれば,兵 卒の墓標は2尺 ・方6寸

となっているが,こ れは高さ60cmで 一辺が15cmの 四角錐である。埋葬法則が出される

以前に建て られた墓石の高さは60cmで あり,高 さが同一なのは,埋 葬法則以前の大きさ

を参考にしたのか,偶 然の一致なのか,当 時では墓石の高さが2尺(60cm)が 標準であっ

たのかは未詳である。「埋葬法則」以前に建てられた墓石は,広 かまぼこ型(高 さ60cm,幅

24.5cm,奥 行 き18cm)お よびかまぼこ型(高 さ60cm,横 幅18.5cm,奥 行き15.5cm)で

ある。「埋葬法則」による墓石は,15cm四 方の四角錐なので,広 かまぼこ型 ・かまぼこ型

とは横幅 ・奥行きともに短い(図3)。

「埋葬法則」が達せ られた後 に建て られた墓石で西南戦争前後までに建てられたものに
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卜1=官 四偶碓

典卒 標準脱格 四角錐

蛾卓 かhぽ こ型 頭 碩部が緩 い彊状

腰串 広か まぼ こ型 頭 頂部が輻広 い砿状、F'み もあイ

図3菓 碑 の 形 状

は,「埋葬法則」にしたがっていないものが多い。広かまぼこ型 ・かまぼこ型が多 く見 ら

れるし,姓 名のみを記す もの も大半である。規律を重ん じる陸軍において,何 故規則通 り

の墓石が建て られていないのかは甚だ疑問である。

4墓 域 の 変 更

概要図を簡略化 した図2は,現 在の状況を現 した ものである。昭和3年 に真田山小学校

に譲渡する前の墓域はどうなっていたのであろうか。それを伺わせるのが図4で ある。こ

れは,明 治16年 に調査された もので,西 南戦争に従軍 した警視局巡査の墓碑について報告

書に添付されたものを リライ トしたものである⑩。西南戦争に従軍 した警視局巡査は内務

省に属 しているが,戦 病死 した ものの墓碑は陸軍所轄の真田山墓地に葬 られてお り,内 務

省か ら調査官が派遣されて報告書が作成されたのである。この添付図が真田山陸軍墓地の

どの部分を指 しているのかは,図 か らはわか らない。

この点について,飯 沼雅行氏は 「埋葬人名簿」Aに は,昭 和3年 の改葬時に移転 しなかっ
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3の 問題(堀 田)

図4明 治16年 調査の概略図

た墓には0印 がつけられていることに注目し,現 在の墓域でAブ ロックとEブ ロックおよ

びGブ ロックの中で上長官の墓石は移動 しなかったことを明 らかにし,A・Eブ ロックは

ともに日清戦争の時の死没者であること,Gブ ロックでは明治12年 以降の墓石は移動され

ていないこと,現 在の納骨堂付近には招魂社があったのではないかと推測 した(ll)。図4に

ついては,北 側の柵のように見える部分が,招 魂社と墓域の境界ではないかと指摘 してい

る。

招魂社は,明 治3年10月 の大阪兵部省の辮官宛上申書の中に,「常陸軍士官生徒及兵卒等

死亡二至 リ候者,祭 魂社井埋葬場取設度」とあり,埋 葬場所設置の当初か ら設置の計画が

あったことがわかる。ただし,「祭魂社」から 「招魂社」への変更がいつ行われたのかは

不詳である。招魂社については少なくとも明治五年か らはその存在が明 らかになってい

る,た だ しいつな くなったかについては未詳であ り,地 図の上からでは,大 正7年(1918)

発行のものが最後になる(横 山篤夫 「真田山陸軍墓地変遷史」)⑫。また,招 魂社は一度建

て替え られたと思われる(横 山前掲論文)が,再 建前 ・再建後を含めて招魂社の建物の図

あるいは写真は管見のかぎり見あた らない。

図5は,明 治21年 発行の 「大阪実測図」(内務省 ・大阪府発行,5千 分の1)で ある。現

在の真田山陸軍墓地の南限は図5中 の興徳寺と大応寺の間の線を東に延ばしたライ ンであ
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る。図4の 左に門 らしきものが見えるが,こ れは図5の 興徳寺と大応寺の間の道か ら入る

部分に相当するのではないだろうか。そ して図5は この門か ら斜め右方向に道がある。こ

の道は招魂社の東南隅をかすめているが,こ の地点が図4の 北にある柵が開いたところで

はなかろうか。可能性の一つとして提示 しておきたい。

ところで,明 治10年8月1日 に工兵第四方面提理代理か ら,西 南戦争役行在所中陸軍事

務取扱陸軍中将鳥尾小弥太宛の伺い書によれば,こ の時点で大阪で亡 くなった戦病死者

139人 について,墓 石への彫 り込みを申請 しているq3。139個 の内訳 は,高 さ3尺2寸

(96cm)の ものが六基,同2尺6寸(78cm)の ものが33基,同2尺3寸(69cm)が 百基

である。3尺2寸 が士官,2尺6寸 が下士官,2尺3寸 が兵卒の ものである。士官は2段

の台石がついてお り,石 材は樟部分が泉州青石上磨き,台 石は御影石小叩きである。下士

官と兵卒は1段 の台石である。石材は両者とも士官と同一である。これは,8月7日 に許

可されている。その後,文 字について8月2日 に伺いが出され,8月21日 に訂正の指示が

出されている(図6参 照)。 ところが,墓 石の高さは,埋 葬規則の寸法と相違 している。ま

た,実 際に現存する西南戦争期の墓石の中にはこの埋葬規則よりも高いものも見 られる。

このときの指示によって作製されたのか もしれない。

なおこの上申書では,上 長官の墓碑の左側面に 「薩賊征討之役,何 年何月何 日於何国何

図5大 阪実測図(部 分)



真田山陸軍墓地についての2,3の 問題(堀 田)

地負傷,同 年何月何 日於大阪没焉」と刻すことが伺い出されているが,こ れに対 して 「鹿

児島賊徒征討之役,何 年何月何 日負傷何国何地,何 年何月何 日没於大阪陸軍臨時病院,時

何十年何年何月」と付箋が付けられている。この指示は,士 官 ・下士官 ・兵卒にも適用さ

れている(但 し,左 側側面は何故か背面になっているが,実 際には左側側面である)。また,

墓碑正面は,官 位所属階級姓名を刻す事になってお り,右 側には出身地等を記す事になっ

ている。実際に,西 南戦争での死没者の墓碑を見ると,次 のようになっている(B-15-

24,歴 博 「銘文一覧」記載を 「埋葬人名簿」で修正)。

面

側

側

正

右

左

大阪鎮台歩兵第九聯隊第三大隊第四中隊/兵 卒森下源右衛門之墓

三重県下第二大区三小区小牧村平民森下専九郎弟

明治十年鹿児島縣賊徒征討之役,八 月二十八日罹病,十 月十九日没,於 大阪

陸軍臨時病院,時 二十二年八月

この 森 下 源 右 衛 門 の 墓 碑 は,付 箋 の 指 示 通 りに製 作 され て い る こ とが わ か る。 但 し,規

格 は明 治7年 の 法 則 を 守 って い る。

しか し,こ の 指 示 書 通 りにな って いな い墓 碑 もあ る。 そ の 一 例 を 挙 げて み る。 歴 博 の 備

日番 号 で は,B-32-19に な る。

正面 故陸軍兵卒春原春平墓

図6明 治10年8月 の伺 い書添付図
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右側 長野県信濃国更級郡矢帳

左側 明治十年十月九 日於西京死

この 墓 碑 で は,階 級 は記 され て い るが 所 属 は刻 され て いず,参 加 した 西 南 役 を 示 す 「鹿

児 島 縣 賊 徒 」の 文 字 も見 え な い。 出 身地 も書 か れ て は い るが,身 分 や家 族 関係 は な い。 「西

京 死 」 と い うの は,西 南 戦 争 か ら帰 国 途 中 に コ レラ にか か り,京 都 に あ った 避 病 院 で な く

な った と い う意 味 で あ る。 春 原 の よ うな 例 は少 な か らず あ り,指 示 書 通 りにな って いな い

墓 碑 が 多 数 存 在 す る。 統 一 が とれ て いな い利 由 につ いて は現 在 は未 詳 で あ る。

大 正15年(1926)11月29日 か ら,真 田 山陸 軍 墓 地 の う ち約3千 坪 を 新 た に設 け る清 堀 第

三 尋 常 小 学 校(現 真 田 山小 学 校)に 譲 渡 した こ と に伴 う,墓 石 等 の 移 転 と敷 地 整 理 の 工 事

が 行 わ れ た ω。 この 時 移 転 した 墓 石 は,士 官 の墓 石 が129基,准 士 官 が5基,下 士 官400基,

兵 卒 が2,439基 で あ る。 計2,973基 の 墓 石 が移 動 され,各 墓 石 の下 に あ っ た遺 骸 も掘 り起 こ

され,瓶 に入 れ替 え られ て 改葬 され た。 現 在 墓 地 に は5,299基 以 上 の墓 石 が あ る が,そ の う

ち半 数 以 上 が 移 動 さ れ た とい う こ と に な る。 この う ちAブ ロ ッ ク(939基)とEブ ロ ック

(707基)は 移 動 され て いず,Hブ ロ ックの169基 は戦 後 の建 設 で あ る。

約3,000坪 の 敷 地 の 中 に あ った2,973基 の 墓 で あ るか ら,1基 辺 りの 墓 域 は1坪 余 とい う

こ と にな る。 改 葬 以 前 に撮 られ た 清 水 谷 女 学 校 の 生 徒 が 墓 参 して い る写 真 を 見 る と,比 較

的 墓 の 間 隔 が ゆ った り して い るの が わ か る。 と こ ろが,改 葬 後 の 写 真 を 見 る と,墓 と墓 の

間 隔 は台 石 が 互 い に接 す る ほ ど接 近 して いて,1坪 以 下 の 窮 屈 な 状 況 にな って お り,そ れ

は ほぼ 現 状 とお な じで あ る。 そ れ で は,移 動 しな か ったAブ ロ ック とEブ ロ ック は ど うで

あ るか と い う と,現 状 は同 じよ う に台 石 が 接 す る ほ ど にな って い る。 そ うで あれ ば,Aブ

ロ ック とEブ ロ ック は初 め か らそ の よ う に され て いた の か と い う疑 問 が 生 じる。Aブ ロ ッ

ク とEブ ロ ック は 日清 戦 争 期 の 墓 碑 群 で あ り,Aブ ロ ックが 軍 役 夫,Eブ ロ ックが 兵 卒 で

構 成 され て い る。Aブ ロ ック は軍 役 夫 で あ るが 故 に峻 別 され て 墓 域 間 が 狭 め られ た と い う

可 能 性 は あ る。 また,Eブ ロ ックの 場 所 は,招 魂 社 の 東 側 に設 定 され て お り,す で に場 所

が 不 足 して きて いた の か も しれ ず,そ の た め 既 設 の 墓 域 と は異 な り,狭 く設 定 した の で あ

ろ うか 。 筆 者 と して は,当 初 はAブ ロ ック もEブ ロ ック も1坪 余 に設 定 され て いて,あ る

時 期 に墓 地 整 理 が 行 わ れ,す べ て の 墓 域 間 が 統 一 され た の で はな いで あ ろ うか 。 これ も疑

問 点 と して 提 示 して お きた い。
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お わ り に

真田山陸軍墓地に関 して,幾 つか疑問点を紹介 したが,日 本各地にあった陸軍墓地が昭

和20年 以後,縮 小された り形を変容 しているなかで,真 田山墓地だけは昭和20年 当時の様

子をそのままに伝えている。陸軍墓地については,陸 軍に関する事柄については触れた く

な い と い う意 識 が 一 時 期 あ り,そ の 影 響 は現 在 に も及 ん で い る と考 え られ る。 しか し,陸

軍墓地に関する研究は国立歴史博物館の総合研究前後か ら活発になってきてお り,大 きな

成果をあげつつある。ただ,ま だまだわか らない部分は多々ある。本稿において も疑問点

を提出しただけで明確な解明を行い得ていず,今 後の課題とせざるを得ない。

注

(1)総 合 的 な もの と して 『国 立 歴 史 民 俗 博 物 館 研 究 報 告 』 第102号(2003年3月)が あ る。

そ の 中で,横 山篤 夫 「旧真 田 山陸 軍 墓 地 変 遷 史 」,原 田敬 一 「陸海 軍 墓 地 制 度 史 」,「[資

料 紹 介]旧 真 田 山 陸 軍 墓 地 概 要 図 ・墓 碑 銘 文 一 覧 」 は稗 益 す る と こ ろ が 多 い。 小 田 康

徳 ・堀 田暁 生 ・横 山篤 夫 ・西 川 寿 勝編 『陸 軍 墓 地 が か た る 日本 の 戦 争 』(2006年,ミ ネ

ル ヴ ァ書 房)』 に は,小 田康 徳 「日本 の近 代 と陸軍 墓 地 」,横 山篤 夫 「墓 碑 か ら見 つ め る

日本 の 軍 隊,そ して 戦 争 」,堀 田 暁生 「陸軍 墓 地 草 創 期 の被 葬 者 」,小 松 忠 「西 南 戦 争 墓

碑 群 が か た る もの 」,西 島昇 「陸軍 少 将 今 井 兼 利 の墓 」,西 川 寿 勝 「戦 争 と貧 乏 徳 利 と」,

江 浦 洋 「死 者 の 認 識 票 と英 連 邦 戦 死 者 墓 地 」,森 下 徹 「個 人 墓 碑 か ら忠 霊 塔 へ」,川 島 智

生 「仮 忠 霊 堂 の 建 築 位 相 」 の 論 考 が 集 め られ て い る。 そ の 後 も,小 田 ・横 山両 氏 は精 力

的 に,関 係 す る論 考 を 発 表 され て い るが,こ こで は触 れ な い。 な お,小 田 ・横 山 ・原 田

氏 お よ び堀 田等 に よ って,「 旧真 田 山陸 軍 墓 地 とそ の保 存 を考 え る会 」が 平 成13年(2001)

に発 足 し,研 究 と啓 蒙 活 動 を 開 始 し,市 民 参 加 を 呼 びか けて 墓 地 見 学 や 報 告 を 重 ね,平

成16年(2004)に は特 定 非 営 利 活 動 法 人 とな った 。 同 会 の 会 誌 に は,報 告 の 概 要 が 報 告

され て い る(第6号 まで 発 行)。

(2)小 田康 徳 「和 歌 山藩 交 代 兵 制 度 の 成 立 と崩 壊 一 近 代 兵 制 確 立 家 庭 にお け る和 歌 山藩 」

藩 政 改 革 の 意 義 」(『和 歌 山 地 方 史 研 究』5,1982年12月)。 同,「 大 阪 陸軍 所 の創 設 とそ

の 展 開 」(『大 阪 の 歴 史 』8,1983年3月)。 服 部 敬 「大 阪 兵 部 省 辛 未 徴 兵 の 一 考 察 」(『大

阪 の 歴 史 』2,大 阪市 史 編 纂 所,1980年12月)。

(3)大 久 保 英 哲 「大 阪 兵 学 寮 に お け る仏 式 伝 習 と加 賀 藩一 金 沢 藩 「大 阪兵 学 寮 御 手 留 抜 書 」

を 中心 に」(『金 沢 大 学 教 育 学 部 紀 要(人 文 科 学 ・社 会 科 学 編)第45号,1996年)。

(4)野 村 小 三 郎 に つ い て は,イ ン タ ー ネ ッ トで 「野 村 小 三 郎 年 譜 編(http://www.

geocities.co.jp/SilkRoad-Desert/1876/),「 設 立 準 備 会 会 誌 日仏 野 村 小 三 郎 学 会 第5

号(http://www.geocities.co.jp/SilkRoad-Desert/1869/No.5-6),rDIC研 究 所 通 信

Vol.4,No.4海 外 交 流 ドキ ュメ ン ト(1)～(3)」(2003年)参 照 。

(5)飯 沼 雅 行 「真 田 山 招 魂 社 の 消 滅 と現 景 観 の形 成 一 埋 葬 人 名 簿 と墓 碑 の 配 列 か ら一 」

(『旧真 田 山陸軍 墓 地 を考 え る』6,旧 真 田 山陸軍 墓 地 とそ の保 存 を 考 え る会 」2006年3月)。

(6)ア ジ ア歴 史 資 料 セ ンター 公 開 資 料 に よ る。

(7)同 上 。
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第7巻 第1号

注(1)参照。

同右。

「明治十六年 西南戦死者墳墓地取調書」。

注(5)参照。

注(1)参照。

防衛省図書室所蔵,「 陸軍省大 日記,西 南戦役陸軍事務所,明 治10～24」。

大阪市公文書館保管資料による。


